
資料：総合計画の概要 

皆さんは、「総合計画」を知っていますか？ 

アンケートの前に、「総合計画」について、簡単にご紹介します。 

 

 

 

山元町の現状とこれから 

 東日本大震災以降、これまでは一日も早い震災復興に向け、町民一丸となって取り組んできました。 

その中で、今後のまちづくりを進めるにあたっては、全国的な人口減少問題以上に、本町においては、

【人口減少】特に少子化・高齢化が大きな課題となっていきます。 

 

 

上記の現状や町が抱える様々な課題の克服に向け、まちづくりという大きな事業を進めるためには、

防災や福祉、保健・医療、教育や都市基盤、商工・観光など、それぞれの事業や取り組みの方向性が 

バラバラにならないよう、町民と行政が一緒になって、「山元町の将来の姿（将来像）」を共有すること

が必要です。そして、その将来像の実現のために、町では、10年後の将来を見据えた「総合計画」を 

策定することとしており、「基本構想」、「基本計画」からなる「総合計画」にもとづき、町民の皆さん

とともに、各種事業を“効率的かつ効果的に”実施してまいります。 
※基本構想…理想の町の将来像とまちづくりの基本的な考え方（理念） 

※基本計画…基本構想を具現化するための施策の方向性と体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の山元町をどのような「まち」にしていくのか、そのためにどんなことを 

していくのかを示した計画で、今後の山元町のまちづくりの基本となる計画です 

＊出展：国立社会保障・人口問題研究所

「日本の地域別将来推計人口」 

（平成 30年推計） 

 

新たな「総合計画」の策定に向けて、皆さんのご意見をお聞かせください！ 

町の魅力って何だろう？ 

町民ひとりひとりが 

ずっと住み続けたいと 

思えるまちってどんな 

まちだろう？ 

総合計画とは 

 

目指す将来のまちの姿 

山元町の 30年後（2045年）は… 

✔町の人口は約半分に 

 …約 12,000人→約 6,800人 

✔子どもの数は３分の１に 

 … 約 1,140人→ 約 360人 

✔高齢者の数は全体の半分以上に 

  …  約３７％ → 約５８％ 


